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リフレクションしよう (p.161～)

• リフレクションとは (p.161～)
• 作成中のリフレクション (p.162～)
• 作業記録のポイント (p.163～)
• 作成後のリフレクション (p.164～)



リフレクションとは (p.161～)

• 「自分の活動を振り返って評価する」活動のこと

• 作成中のリフレクション
‒ 作業記録の作成

• 作成後のリフレクション
‒ プロセスチャートの作成



作成中のリフレクション (p.162～)

• 定期的に自分のロボット作りのPDSサイクルを
記録しましょう

• 記録項目
‒ 日時
‒ PLAN：アイデアの概要（スケッチを含む）
‒ DO：作成したメカニズム・プログラムの概要
‒ SEE：成功／失敗とその原因
‒ 気づいたこと、わかったこと



作業記録の例
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図 10.1 作業記録の例

コラム 12：インターネットを利用した作業記録

　最近，ものづくりのプロセスを記録する手段として，ブログなどの SNS(ソーシャルネットワーキングサー
ビス) を利用する人が増えています．
　従来のノートを使った作業記録と比べ，これらのサービスには，(1) 日付や時間が自動的に記録される，

(2)過去の記録を検索できる，(3)他の利用者からのコメントがもらえる，などの特長があります．
自分の記録を公開したくない人もいると思いますが，多くのサービスでは，内容を非公開にしたり，知人の
みに公開することが可能です．興味のある方はぜひチャレンジしてみてください．

10.3 作業記録のポイント

作業中のリフレクションのときに注意してほしい点をまとめました．作業

記録を作成する際には，これらのポイントを意識しながらまとめるようにし

てください．

・ポイント 1：目標はできるだけ具体的に

PLANの欄には，ロボットを作り始める前に考えた目標をできるだけ具体

的に記入しましょう．また，目標は文章だけでなく図も入れましょう．



作業記録のポイント (p.163～)

• 目標はできるだけ具体的に
‒ ロボットの作成
→アームを動かして缶を倒す機構の作成

• 目標とサブ目標を区別しよう
‒ 目標：缶を倒す
‒ サブゴール　① 黒い部分を検知して方向転換する
　　　　　　② 壁を検知して方向転換する
　　　　　　③ アームを動かす　など

• 思いついたことはすぐに記録する
‒ あとで書こうと思っていると、よく忘れます



作業後のリフレクション (p.164～)

• ロボット作りの過程をプロセスチャートにまとめ、
自分の活動全体を振り返って評価しましょう

• プロセスチャートの項目
‒ PLAN：作成目標、ロボットの予想図など
‒ DO：PAD、ロボットの写真など
‒ SEE：作成結果、失敗の原因など

‒ 活動の流れを矢印で示しましょう
‒ 項目別に色分けしてみましょう



プロセスチャートの例
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NXTソフトウェア (NXT-SW)操作画面

プロセスチャート (第 10 章)


